
2022年世界と日本の選択

49

　

台
湾
を
は
じ
め
と
す
る
中
国
語
文
化
圏
で
二
〇
二
一
年
秋
、「
ガ

ラ
ス
の
ハ
ー
ト
（
原
題
・
玻
璃
心
）」
と
い
う
ポ
ッ
プ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
が
大
ヒ
ッ
ト
し
た
。
マ
レ
ー
シ
ア
華
人
で
台
湾
在
住
の
男
性
歌

手
、
黄
明
志
氏
が
詞
と
曲
を
書
き
、
同
じ
く
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
華
人

の
女
性
歌
手
、
陳
芳
語
氏
と
デ
ュ
エ
ッ
ト
し
た
。
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に

ア
ッ
プ
さ
れ
た
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
（
Ｍ
Ｖ
）
の
視
聴
回
数
は
年

末
ま
で
の
約
二
ヵ
月
半
で
約
三
八
〇
〇
万
回
を
数
え
た
。
と
り
わ
け

台
湾
で
人
気
を
呼
ん
だ
の
は
、
そ
の
歌
詞
が
、
強
権
主
義
を
強
め
る

中
国
の
習
近
平
指
導
部
や
、
愛
国
主
義
的
な
投
稿
を
繰
り
返
す
中
国

の
ネ
ッ
ト
利
用
者
を
痛
烈
に
風
刺
し
て
い
た
た
め
だ
。

　

台
湾
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
と
、
Ｍ
Ｖ
は
中
国
の
ア
プ
リ
で
は
視
聴
で

き
な
く
な
っ
た
が
、現
在
も
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
見
ら
れ
る
Ｍ
Ｖ
か
ら
、

歌
詞
の
一
部
を
紹
介
し
た
い
。
本
稿
の
テ
ー
マ
で
も
あ
る
台
湾
社
会

が
直
面
す
る
中
国
の
影
響
力
「
チ
ャ
イ
ナ
・
フ
ァ
ク
タ
ー
」
の
一
端

が
描
か
れ
て
い
る
た
め
だ
。

　

あ
な
た
は
「
お
ま
え
は
俺
の
も
の
」「
逃
げ
ず
に
帰
っ
て
来
い
」

と
言
う
。
そ
し
て
、
私
が
「
私
た
ち
は
離
れ
ら
れ
な
い
関
係
だ
」

と
言
う
こ
と
を
求
め
る
の

　

ア
ッ
プ
ル
を
食
べ
た
後
に
、
あ
な
た
は
ま
た
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
を

切
り
、
そ
っ
ち
（
台
湾
海
峡
の
対
岸
）
で
怒
っ
て
汚
い
言
葉
で
の

の
し
る
の
。
お
願
い
だ
か
ら
も
う
私
の
も
の
を
盗
ま
な
い
で

　

台
湾
を
自
国
の
一
部
と
主
張
す
る
中
国
は
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
を
は

じ
め
と
す
る
台
湾
産
農
産
物
の
輸
入
を
一
方
的
に
止
め
る
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
領
域
で
台
湾
へ
の
圧
力
を
強
め
て
い
る
。
多
く
の
台
湾
人

朝
日
新
聞
台
北
支
局
長

石
田
耕
一
郎

中
国
は
台
湾
に
対
し
て
、
フ
ェ
イ
ク
・
ニ
ュ
ー
ス
の
拡
散
や

経
済
的
圧
力
を
駆
使
、
日
常
的
な
統
一
工
作
を
通
じ
て

統
一
容
認
の
世
論
や
政
治
勢
力
の
形
成
を
狙
う
。

民
主
主
義
を
守
り
な
が
ら
対
抗
す
る
に
は
限
界
が
あ
り
、

い
か
に
台
湾
を
孤
立
さ
せ
な
い
か
が
焦
点
と
な
る
。

い
し
だ　

こ
う
い
ち
ろ
う　
一
九
七
二
年
生
ま
れ
。

九
七
年
大
阪
外
国
語
大
学
卒
、朝
日
新
聞
社
入
社
。

大
阪
、
東
京
の
社
会
部
で
主
に
警
察
や
司
法
を
担

当
し
た
後
、
二
〇
〇
七
～
〇
八
年
に
北
京
の
清
華

大
学
国
際
問
題
研
究
所
に
留
学
。
政
治
部
自
民
党

担
当
や
中
国
・
瀋
陽
支
局
長
な
ど
を
経
て
、
二
〇

年
九
月
か
ら
現
職
。
著
書
に
『
紅
の
党
』（
共
著
）。

台
湾
を
揺
さ
ぶ
る「
チ
ャ
イ
ナ
・フ
ァ
ク
タ
ー
」



外交 Vol.71 Jan./Feb. 2022 50

リ
ス
ナ
ー
は
「
あ
な
た
」
を
中
国
、「
私
」
を
台
湾
に
読
み
替
え
る
。

曲
の
ヒ
ッ
ト
を
受
け
、中
国
政
府
の
報
道
官
は「
反
中
感
情
を
あ
お
っ

て
い
る
」
と
批
判
し
た
。
一
方
で
、
黄
氏
は
自
身
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
に
こ
う
投
稿
し
て
い
る
。「
た
だ
金
も
う
け
の
た
め
な
ら
、
人
や

金
の
多
い
場
所
（
中
国
）
を
選
ぶ
。
で
も
多
く
の
こ
と
は
金
だ
け
で

は
決
め
ら
れ
な
い
。
創
作
の
自
由
や
理
想
を
捨
て
る
こ
と
は
、
自
身

の
初
心
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
。
強
権
主
義
に
対
す
る
沈
黙
は
、
扇

動
や
助
長
と
同
じ
で
、
い
つ
か
自
分
の
身
に
降
り
か
か
っ
て
く
る
」。

平
時
と
戦
時
を
あ
い
ま
い
に
し
た
統
一
工
作

　

チ
ャ
イ
ナ
・
フ
ァ
ク
タ
ー
と
は
何
だ
ろ
う
。
二
〇
二
一
年
に
日
本

で
出
版
さ
れ
た
『
中
国
（
チ
ャ
イ
ナ
）
フ
ァ
ク
タ
ー
の
政
治
社
会
学
』

（
白
水
社
）
は
、「
台
湾
の
日
常
生
活
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
現
れ
て
い

な
が
ら
実
態
が
捉
え
が
た
い
中
国
の
影
響
力
」
と
表
現
し
た
。
共
編

者
で
も
あ
る
台
湾
人
の
政
治
学
者
、
呉
介
民
氏
は
筆
者
の
取
材
に
、

中
国
が
台
湾
に
対
し
て
行
う
「
浸
透
工
作
」
や
世
界
で
展
開
す
る
強

圧
的
な
外
交
戦
略
「
シ
ャ
ー
プ
・
パ
ワ
ー
」
な
ど
と
基
本
的
に
は
同

じ
概
念
だ
と
述
べ
た
。
習
近
平
国
家
主
席
は
今
秋
の
共
産
党
大
会
で

三
期
目
続
投
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
、
台
湾
統
一
へ
の
意

欲
を
鮮
明
に
す
る
。「
軍
民
融
合
」「
平
時
と
戦
時
の
一
体
化
」と
い
っ

た
方
針
を
掲
げ
、
台
湾
に
対
す
る
軍
事
圧
力
に
加
え
、
日
常
的
な
統

一
工
作
を
重
視
す
る
。
日
米
台
の
研
究
者
は
、
平
時
の
工
作
手
段
と

し
て
、
中
国
軍
も
関
与
し
た
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
や
、
経
済
的
な
圧

力
な
ど
が
使
わ
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
習
指
導
部
が
軍
事

侵
攻
に
よ
る
政
治
的
、
経
済
的
、
軍
事
的
な
コ
ス
ト
や
、
失
敗
し
た

場
合
に
被
る
台
湾
独
立
の
リ
ス
ク
を
考
え
、
統
一
に
反
対
し
な
い
台

湾
世
論
や
政
治
勢
力
の
形
成
を
狙
っ
て
い
る
と
分
析
し
て
い
る
。

　

台
湾
有
事
を
め
ぐ
り
、
日
米
両
政
府
は
、
軍
事
介
入
す
る
か
ど
う

か
を
戦
略
的
に
表
明
し
な
い
「
あ
い
ま
い
政
策
」
を
と
る
。
問
題
は
、

多
く
の
台
湾
人
だ
け
で
な
く
、日
米
欧
な
ど
も
中
台
の
「
現
状
維
持
」

を
求
め
る
な
か
で
、
中
国
が
軍
事
以
外
で
の
台
湾
へ
の
統
一
圧
力
を

強
め
て
い
る
こ
と
だ
。中
国
に
よ
る
一
方
的
な
現
状
変
更
の
試
み
は
、

軍
事
攻
撃
と
い
う
形
で
表
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。台
湾
で
は
す
で
に
、

蔡
英
文
政
権
や
与
党
・
民
進
党
だ
け
で
な
く
、
国
民
党
の
主
流
派
か

ら
も
チ
ャ
イ
ナ
・
フ
ァ
ク
タ
ー
を
警
戒
す
る
声
が
上
が
る
。

フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
で
人
心
を
揺
さ
ぶ
る

　

あ
る
国
民
党
幹
部
が
「
中
国
は
、
仮
に
現
在
が
国
民
党
政
権
だ
っ

た
と
し
て
も
、
同
じ
手
法
を
採
っ
た
だ
ろ
う
」
と
評
し
た
、
中
国
の

主
な
工
作
の
具
体
例
を
紹
介
す
る
。

　

二
〇
二
〇
年
一
一
月
、
台
湾
の
戦
闘
機
Ｆ
16
が
訓
練
飛
行
中
に
消

息
を
断
っ
た
。
台
湾
国
防
部
（
国
防
省
）
の
捜
索
が
続
く
な
か
、ネ
ッ
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ト
上
に
は
「
兵
士
は
（
対
岸
の
福
建
省
）
ア
モ
イ
空
港
に
着
陸
し
た
」

な
ど
と
す
る
中
国
語
の
投
稿
が
相
次
い
だ
。
そ
の
文
字
は
台
湾
人
が

使
う
繁
体
字
で
は
な
く
、中
国
本
土
で
使
用
さ
れ
る
簡
体
字
だ
っ
た
。

国
防
部
は
台
湾
沿
岸
で
事
故
翌
日
に
戦
闘
機
の
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス

か
ら
出
る
電
波
を
覚
知
し
た
と
発
表
し
、「
中
国
の
ネ
ッ
ト
部
隊
が

フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
を
発
信
し
て
い
る
」
と
注
意
を
促
し
た
。
台
湾

の
国
防
関
係
者
か
ら
は
、
中
国
が
こ
う
し
た
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
を

使
っ
て
平
時
の
台
湾
軍
や
台
湾
世
論
の
反
応
、
拡
散
状
況
を
調
べ
、

有
事
に
向
け
た
予
行
演
習
を
し
て
い
る
と
の
見
方
も
出
て
い
る
。

　

中
国
発
と
み
ら
れ
る
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
に
、
中
国
政
府
の
揺
さ

ぶ
り
が
加
わ
っ
た
例
も
あ
る
。

　

台
湾
で
は
二
〇
二
一
年
五
月
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
市
中
感
染
が

急
増
し
、
ワ
ク
チ
ン
不
足
に
対
す
る
世
論
の
不
満
が
高
ま
っ
た
。
蔡

政
権
は
コ
ロ
ナ
発
生
直
後
か
ら
、
台
湾
企
業
の
ワ
ク
チ
ン
開
発
を
促

し
た
が
、
こ
の
時
点
で
は
未
完
成
だ
っ
た
。
国
民
党
が
政
権
批
判
を

強
め
る
な
か
、
ネ
ッ
ト
上
に
は
台
湾
の
域
外
か
ら
、「
行
政
院
長
（
首

相
）
が
台
湾
企
業
の
株
を
買
っ
て
い
た
」「
台
湾
企
業
の
ワ
ク
チ
ン

を
売
る
た
め
に
（
海
外
産
を
）
調
達
し
な
か
っ
た
」
な
ど
と
す
る
簡

体
字
の
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
の
投
稿
が
相
次
い
だ
。
中
国
政
府
は
台

湾
に
対
す
る
中
国
産
ワ
ク
チ
ン
な
ど
の
提
供
を
呼
び
か
け
る
と
と
も

に
、
中
国
に
住
む
台
湾
人
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
ら
へ
の
無
料
接
種
の
実
施

を
繰
り
返
し
宣
伝
。「
六
万
人
を
超
え
る
台
湾
人
が
中
国
に
渡
っ
て

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
」
と
も
発
表
し
た
。

　

蔡
政
権
は
、
こ
の
時
期
の
台
湾
か
ら
中
国
へ
の
渡
航
者
は
「
一
日

四
〇
〇
〜
六
〇
〇
人
に
過
ぎ
な
い
」
と
反
論
し
た
ほ
か
、
中
国
産
ワ

ク
チ
ン
の
安
全
性
へ
の
懸
念
な
ど
を
理
由
に
拒
み
続
け
た
。
た
だ
、

世
論
の
動
揺
が
広
が
る
な
か
で
蔡
総
統
は
五
月
下
旬
、「
ド
イ
ツ
企

業
か
ら
ワ
ク
チ
ン
を
直
接
入
手
す
る
契
約
に
至
り
か
け
た
が
、
中
国

の
介
入
で
成
功
し
て
い
な
い
」
と
表
明
す
る
に
至
っ
た
。
ふ
だ
ん
は

中
国
が
ら
み
で
慎
重
姿
勢
を
と
る
蔡
総
統
が
、
中
国
の
干
渉
に
言
及

す
る
の
は
異
例
だ
っ
た
。
ワ
ク
チ
ン
危
機
は
、
日
米
が
台
湾
と
水
面

下
で
協
議
し
、
自
国
が
持
つ
ワ
ク
チ
ン
を
提
供
し
た
こ
と
で
収
束
に

向
か
っ
た
が
、
台
湾
の
外
交
関
係
者
は
「
中
国
に
よ
る
揺
さ
ぶ
り
に

対
す
る
台
湾
社
会
の
脆
弱
さ
が
露
見
し
た
」
と
懸
念
を
示
し
た
。

試
さ
れ
る
民
主
主
義
陣
営
の
対
応

　

台
湾
に
お
け
る
チ
ャ
イ
ナ
・
フ
ァ
ク
タ
ー
は
言
論
空
間
に
と
ど
ま

ら
な
い
。

　

中
国
政
府
は
二
〇
二
一
年
一
一
月
上
旬
、
台
湾
の
行
政
院
長
や
立

法
院
（
国
会
）
議
長
、外
交
部
長
（
外
相
）
を
「
台
湾
の
独
立
分
子
」

と
断
定
し
、
三
人
を
金
銭
的
に
支
援
す
る
台
湾
企
業
が
中
国
で
利
益

を
得
る
こ
と
を
許
さ
な
い
と
表
明
し
た
。
下
旬
に
は
、
中
国
本
土
で
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事
業
展
開
す
る
台
湾
の
総
合
資
材
メ
ー
カ
ー
「
遠
東
集
団
」
に
対
し
、

環
境
保
護
や
税
務
処
理
な
ど
で
違
反
が
あ
っ
た
と
し
て
、
日
本
円
に

換
算
し
て
総
額
一
六
億
円
の
罰
金
を
科
し
た
。
同
集
団
は
台
湾
を
代

表
す
る
企
業
グ
ル
ー
プ
で
、
独
立
分
子
と
名
指
し
さ
れ
た
蔡
政
権
の

行
政
院
長
だ
け
で
な
く
、
国
民
党
の
立
法
委
員
（
国
会
議
員
）
ら
に

も
広
く
献
金
し
て
い
る
。
蔡
総
統
は
、
中
国
政
府
が
、
台
湾
で
公
開

さ
れ
て
い
る
政
治
献
金
の
記
録
を
も
と
に
、
台
湾
企
業
を
恫
喝
し
た

と
の
見
方
を
示
し
、「
両
岸
関
係
を
よ
り
疎
遠
に
さ
せ
る
」
と
厳
し

く
批
判
し
た
。
た
だ
、
同
社
の
社
長
は
罰
金
が
明
ら
か
に
な
っ
た
約

一
週
間
後
、
国
民
党
寄
り
の
台
湾
紙
へ
の
投
稿
で
、「
台
湾
独
立
に

反
対
す
る
」「『
一
つ
の
中
国
』
原
則
を
支
持
す
る
」
と
表
明
し
た
。

社
長
は
中
台
の
経
済
関
係
の
重
要
性
に
も
言
及
し
て
お
り
、
各
国
に

も
共
通
す
る
対
中
関
係
を
め
ぐ
る
立
ち
位
置
の
難
し
さ
が
表
れ
た
格

好
に
な
っ
た
。

　

台
湾
社
会
を
覆
う
チ
ャ
イ
ナ
・
フ
ァ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
、
蔡
政
権

も
こ
れ
ま
で
に
対
策
は
講
じ
て
き
た
。
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
の
悪
影

響
を
防
ぐ
た
め
、
二
〇
一
九
年
に
災
害
や
感
染
症
、
食
糧
管
理
な
ど

に
関
す
る
法
律
を
改
正
し
、
罰
則
を
引
き
上
げ
る
な
ど
し
た
。
二
〇

年
に
は
中
国
を
念
頭
に
し
た
反
滲
透
法
を
施
行
し
、
台
湾
の
選
挙
や

住
民
投
票
で
、「
敵
対
勢
力
の
指
示
や
資
金
援
助
を
受
け
、
投
票
に

影
響
す
る
活
動
」
を
行
う
こ
と
を
禁
じ
た
。
経
済
面
で
も
、
中
国
資

本
が
香
港
な
ど
を
経
て
台
湾
に
迂
回
投
資
す
る
の
を
防
ぐ
法
改
正
な

ど
を
目
指
し
て
い
る
。
だ
が
、
こ
う
し
た
法
律
は
実
質
的
に
は
台
湾

人
や
台
湾
企
業
が
対
象
で
、
中
国
側
に
は
適
用
で
き
な
い
。
ま
た
、

言
論
や
経
済
活
動
の
自
由
が
認
め
ら
れ
て
い
る
台
湾
で
、
過
度
な
規

制
は
政
権
に
と
っ
て
諸
刃
の
剣
と
な
る
。
台
湾
世
論
の
反
発
が
避
け

ら
れ
な
い
う
え
、
政
権
が
獲
得
を
目
指
す
世
界
の
民
主
主
義
国
の
信

頼
を
損
な
う
こ
と
に
も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
た
め
だ
。

　

台
湾
の
政
界
や
研
究
者
か
ら
は
い
ま
、
日
本
を
含
む
国
際
社
会
と

の
情
報
交
換
の
制
度
化
や
、
台
湾
を
孤
立
さ
せ
な
い
法
的
枠
組
み
の

構
築
を
求
め
る
声
が
上
が
る
。
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
は
海
を
越
え
て

日
本
に
も
悪
影
響
を
も
た
ら
す
。
中
国
に
よ
る
政
治
が
ら
み
の
圧
力

は
多
く
の
日
系
企
業
も
経
験
し
て
お
り
、
各
国
政
府
が
経
験
を
共
有

し
て
対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
企
業
も
リ
ス
ク
分
析
を
進
め
る
必

要
が
あ
る
。

　

私
た
ち
は
選
挙
を
通
じ
て
日
本
政
府
の
防
衛
や
外
交
政
策
に
賛
否

を
表
明
す
る
権
利
を
持
つ
。
望
ま
ぬ
有
事
や
中
台
の
現
状
変
更
を
防

ぐ
に
は
、
い
た
ず
ら
に
危
機
を
あ
お
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
地
域
で

起
き
る
こ
と
に
関
心
を
持
ち
、
冷
静
な
判
断
を
す
る
こ
と
が
欠
か
せ

な
い
。
そ
れ
ら
は
、
冒
頭
で
紹
介
し
た
黄
氏
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、

強
権
主
義
が
「
自
分
の
身
に
降
り
か
か
っ
て
く
る
」
の
を
防
ぐ
こ
と

に
つ
な
が
る
は
ず
だ
。
●




